
　
◆
２
月
14

日

（
火
）
～
３
月
30

日
（
日
）

　
◆
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

（
千
葉
県
佐
倉
市
城
内
町

１

１
７
）
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３
―
４

８
６
―
０
１
２
３
　
一
般
４
２

０
円
　
高
校
・
大
学
生
２
５
０

円
　
小
学
・
中
学
生
無
料
　
毎

週
月
曜
日
（
祝
日
に
あ
た
る
と

き
は
翌
日
を
休
館
日
）

　
幕
末
の
動
乱
期
、
波
乱
に
と

ん
だ
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
和
宮
は
、
仁
孝
天
皇
（
に

ん
こ
う
て
ん
の
う
）
の
第
８
皇

女
と
し
て
生
ま
れ
、
「
公
武
合

体
」
の
証
し
と
し
て
文
久
元
年

（
１
８
６
１
）
14
代
将
軍
徳
川

家
茂
（
と
く
が
わ
い
え
も
ち
）
に

降
嫁
し
た
。

　
今
回
の
特
集
展
示
で
展
示
す

る
雛
人
形
・
雛
道
具
類
（
当
館

所
蔵
）
は
、
和
宮
所
用
と
し
て

伝
来
し
た
も
の
で
、
有
職
雛
（
ゆ

う
そ
く
び
な
）
と
呼
ば
れ
る
種

類
の
雛
人
形
と
、
江
戸
七
澤
屋

（
な
な
さ
わ
や
）
製
の
各
種
雛
道

具
、
御
所
人
形
お
よ
び
三
ツ
折

（
み
つ
お
れ
）人
形
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　
上
巳
（
じ
ょ
う
し
）
（
三
月
三

日
節
）
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
る

雛
ま
つ
り
の
行
事
は
、
江
戸
時

代
に
入
っ
て
か
ら
広
ま
り
を
み

せ
、
多
く
の
女
性
た
ち
の
支
持

を
集
め
た
。
儀
式
が
定
着
す
る

に
つ
れ
、
そ
の
装
飾
は
華
麗
な

も
の
と
な
り
、
時
代
時
代
の
流

行
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
寛
永

雛
、
元
禄
雛
、
享
保
雛
、
次
郎

左
衛
門
雛
、
有
職
雛
、
古
今
雛

と
俗
称
さ
れ
る
多
彩
な
雛
人
形

や
、
精
巧
に
作
ら
れ
た
ミ
ニ
チ

ュ
ア
の
道
具
類
が
生
み
だ
さ
れ

て
い
っ
た
。

　
『
和
宮
様
御
雛
満
留
』
（
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
）
や
『
静
寛
院

宮
御
側
日
記
』
（
同
）
、
『
和

宮
様
お
ひ
ゐ
な
御
道
具
』
（
内

閣
文
庫
蔵
）
な
ど
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
和
宮
は
、
数
多
く
の
雛

人
形
を
手
も
と
に
お
き
、
ま
た

上
巳
に
は
あ
ち
こ
ち
と
雛
人
形

を
贈
り
あ
う
な
ど
、
雛
ま
つ
り

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
当
館
所
蔵
の
雛
人
形
・
雛
道

具
は
そ
の
一
部
を
な
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
文

化
や
工
芸
技
術
を
伝
え
る
資
料

と
し
て
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
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次
号
は

　
２
月
13
日
発
行

　
雛
か
ざ
り
の
時
期
、各

美
術
館
・
博
物
館
で
は
由

緒
あ
る
「
雛
人
形
」が
展
観

で
き
ま
す
が
、千
葉
の
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、

「
和
宮
ゆ
か
り
の
雛
飾
り
」

の
珍
し
さ
が
見
ら
れ
る
。

メ
モ

「
も
の
」か
ら
み
る
近
世

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か
ざ
り

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
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和
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用
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し
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伝
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し
た
も
の
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いち早く提供！
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■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静

岡
県
熱
海
市
桃
山
町
26
ー

２
）
　
電
話
０
５
５
７（
８

４
）
２
５
１
１
　
一
般
１

６
０
０
円
、
高
大
生
８
０

０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
、

65
歳
以
上
１
２
０
０
円
　

木
曜
日
休
（
祝
日
は
開
館
）

　
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
下
車
／
バ

ス
４
番
の
り
ば
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
行
８
分
　

熱
海
湾
を
一
望
で

き
、眺
望
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
美
術
館

　
■
諸
橋
近
代
美
術

館

（
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原

村
大
字
桧
原
字
剣
ヶ
峰
１

０
９
３
番
23
）
　
一
般
・

大
学
生
９
５
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
２
０
０
円
＊
毎
週
土
曜

日
、
小
・
中
学
生
は
無
料

　
電
話
０
２
４
１（
３
７
）

１
０
８
８
　
　

版
画
で
み
る
20
世

紀
展
　
ピ
カ
ソ
か

ら
ウ
ォ
ー
ホ
ル
ま

で
　
開
催
中
！



　
愛
娘
を
モ
デ
ル
と
し
た
〈
麗

子
像
〉
の
連
作
で
広
く
世
に
知

ら
れ
て
い
る
岸
田
劉
生
（
１
８

９
１
―
１
９
２
９
）
は
、
独
自

の
美
を
求
め
て
葛
藤
を
重
ね
た

大
正
洋
画
壇
の
異
端
児
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
劉
生
に
は
、
傑
物
と
も

い
う
べ
き
父
が
い
た
。
そ
の
名

は
吟
香
（
ぎ
ん
こ
う
、
１
８
３

３
―
１
９
０
５
）
。
激
動
の
幕

末
・
維
新
期
に
、
洋
の
東
西
を

遠
く
見
す
え
た
開
明
派
の
文
化

人
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
う
し

た
父
・
吟
香
に
劉
生
が
ど
の
よ

う
な
影
響
を
受
け
、
ま
た
そ
の

劉
生
の
た
め
幼
い
頃
か
ら
モ
デ

ル
を
つ
と
め
た
長
女
・
麗
子
（
１

９
１
４
―
１
９
６
２
）
が
、
父

の
存
在
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

た
の
か
。

　
本
展
で
は
吟
香
関
連
の
稀
少

資
料
多
数
と
劉
生
の
代
表
作
を

展
覧
し
、
ま
た
演
劇
人
・
画
家

と
し
て
生
き
た
麗
子
の
足
跡
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、
こ
の
岸
田

親
子
三
代
に
わ
た
る
精
神
の
系

譜
を
探
る
。
　

　
◆
２
月
８
日

（
土
）
～
４
月
６

日
（
日
）

　
◆
世
田
谷
美
術
館
（
東
京
都

世
田
谷
区
砧
公
園
１
―
２
）
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―
５
７
７
７
―
８

６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
２
０
０
円
　

65

歳
以
上
１
０
０
０
円
　
大
高
生

８
０
０
円
　
小
中
生
５
０
０
円

　
毎
週
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の

時
は
そ
の
翌
日
）

　
森
美
術
館
は
、
開
館
10
周
年

記
念
と
し
て
２
月
１
日
（
土
）

か
ら
５
月
６
日
（
火
・
祝
）
ま

で
「
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル

展
：
永
遠
の
15
分
」
を
開
催
。

　
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
旗
手
、

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
（
１

９
２
８
―
１
９
８
７
）
は
、
米

国
に
生
ま
れ
、
消
費
社
会
と
大

衆
文
化
の
時
代
を
背
景
に
、
ジ

ャ
ン
ル
を
超
え
た
マ
ル
チ
ク
リ

エ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
活
躍
し

た
、
20
世
紀
後
半
を
代
表
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
「
キ
ャ
ン
ベ

ル
・
ス
ー
プ
缶
」
な
ど
日
用
品

を
主
題
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
や

「
ス
タ
ー
の
肖
像
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
大

量
に
複
製
で
き
る
絵
画
は
、
美

術
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。

　
本
展
は
、
20
世
紀
ア
メ
リ
カ

の
世
相
を
体
現
し
た
か
の
よ
う

な
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
作
品
を
、
初

期
か
ら
弁
円
ま
で
包
括
的
に
紹

介
す
る
、
日
本
で
は
過
去
最
大

と
な
る
回
顧
展
と
な
る
。

　
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
美

術
館
（
米
国
、ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
）

の
所
蔵
品
か
ら
、
絵
画
、
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
、
フ
ィ
ル
ム
、
彫
刻
、
写
真

な
ど
、
約
４
０
０
点
の
作
品
を

展
示
。
さ
ら
に
、
「
タ
イ
ム
・

カ
プ
セ
ル
」
と
称
し
た
箱
に
収

め
ら
れ
た
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
中

か
ら
、
日
本
に
関
す
る
資
料
を

含
む
約
３
０
０
点
を
公
開
。

　
タ
イ
ト
ル
「
永
遠
の
15
分
」

は
、
「
将
来
、
誰
で
も
15
分
間

は
世
界
的
な
有
名
人
に
な
れ
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
ウ
ォ
ー
ホ
ル

の
有
名
な
言
葉
に
由
来
す
る
。

彼
の
生
き
た
時
代
は
、
長
い
歴

史
か
ら
見
れ
ば
短
い
時
間
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
影

響
は
現
在
、
そ
し
て
今
後
も
永

遠
に
続
い
て
い
く
と
言
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。
　　

◆
２
月
１
日

（
土
）
―
５
月
６

日
（
火
・
祝
）

　
◆
森
美
術
館
（
東
京
都
港
区

六
本
木
６
―
10
―
１

六
本
木

ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
53
階
）
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
３
―
５
７
７
７
―
８
６

０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

一
般
１
５
０
０
円
　
学
生
（
高

校
・
大
学
生
）
１
０
０
０
円
　

子
供
（
４
歳
?
中
学
生
）
５
０

０
円
　
会
期
中
無
休

岸
田
吟
香
・
劉
生
・
麗
子

知
ら
れ
ざ
る
精
神
の
系
譜

世田谷美術館
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メ
モ

森美術館10周年記念展

アンディ・ウォーホル展
　　　　永遠の15分

ミスター・ポップ・アート、
　　　　　国内史上最大の回顧展

メ
モ

　
■
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
（
千
葉
県
佐
倉
市
城
内

町
１
１
７
）
　
電
話
０
３

（
５
７
７
７
）
８
６
０
０

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
一
般

４
２
０
円
、
高
校
・
大
学

生
２
５
０
円
、
中
学
生
以

下
は
無
料
　
月
曜
日
休
　

日
本
の
歴
史
・
文
化
の

流
れ
の
中
か
ら
論
点
を

絞
っ
た
テ
ー
マ
を
選
ん

で
の
展
示

　
■
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介

美
術
館
（
静
岡
市
駿
河
区

登
呂
５
の
10
の
５
）
　
電

話
０
５
４
（
２
８
２
）
５

５
２
２
　
一
般
４
１

０

円
、
高
大
生
２
５
０
円
、

　
月
曜
日
休
　

着
物
、帯
、の
れ
ん
、

屏
風
、額
絵
、絵
本

な
ど
多
岐
に
わ
た
る

　
■
北
九
州
市
立
小
倉
城

庭
園
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
城
内
１
の
２
）
　
電
話

０
９
３
（
５
８
２
）
２
７

４
７
　
会
期
中
無
休
　

庭
園
ゾ
ー
ン

書
院
ゾ
ー
ン
　

体
験
ゾ
ー
ン

展
示
ゾ
ー
ン



　
日
本
を
代
表
す
る
人
形
師
、

辻
村
寿
三
郎
。
こ
れ
ま
で
に
も

歴
史
に
翻
弄
さ
れ
語
り
継
が
れ

て
き
た
人
々
の
姿
を
数
多
く
人

形
に
作
り
あ

げ
て
き
た
。

今
回
の
展
覧

会
で
は
、
平

家

物

語

を

テ
ー
マ
に
壮

大
な
人
形
絵

巻
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。

　
「
祇
園
精

舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響

き
あ
り
…
」
で
始
ま
る
平
家
物

語
。
主
人
公
・
平
清
盛
は
ま
さ

に
驕
れ
る
者
で
あ
り
、
盛
者
必

衰
の
理
に
よ
り
滅
び
た
の
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
寿
三
郎

は
、
「
清
盛
は
日
本
史
上
、
最

も
魅
力
あ
る
人
間
の
一
人
だ
」

と
言
う
。
「
歴
史
の
み
が
真
実

で
は
な
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、

綿
密
な
取
材
を
重
ね
、
史
実
を

見
つ
め
直
し
、
そ
こ
か
ら
見
え

て
き
た
清
盛
の
姿
や
彼
を
取
り

巻
く
人
間
模
様
を
人
形
に
託
し

て
、
新
た
な
「
平
家
物
語
縁
起
」

を
創
り
上
げ
た
。
独
自
の
解
釈

と
豊
か
な
想
像
力
か
ら
生
ま
れ

た
人
形
た
ち
は
、
知
ら
れ
ざ
る

清
盛
像
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　
本
展
は
、
寿
三
郎
の
集
大
成

と
も
言
う
べ
き
「
平
家
物
語
縁

起
」
を
始
め
、
仏
像
な
ど
渾
身

の
作
品
を
一
堂
に
会
し
た
、
必

見
の
展
覧
会
と
言
え
る
。
見
る

者
自
身
の
心
が
映
し
出
さ
れ
る

ほ
ど
、
人
の
心
を
持
っ
た
人
形

た
ち
。

　
静
岡
県
熱
海
市

の
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

は
、
展
覧
会
の
ほ

か
に
２
月
上
旬
～

下
旬
に
か
け
て
”

梅
の
見
頃
”
と
、

３
月
下
旬
～
４
月

上
旬
に
”
梅
の
見

頃
”
と
し
て
、
観

光
面
で
も
有
名
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
庭
園
が

１
月
１
日
（
水
・

祝
）
か
ら
４
月
９

日
（
水
）
ま
で
無

料
開
放
さ
れ
、
梅

が
チ
ラ
ホ
ラ
咲
き

始
め
連
日
大
勢
の

観
光
客
で
賑
わ
い

始
め
て
い
る

状

況
。
　

　
熱
海
湾
を
見
下

ろ
す
景
観
に
恵
ま

れ
た
美
術
館
の
庭

園
は
、
こ
の
上
も

な
い
梅
と
桜
を
満

喫
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
観
光
客

の
間
で
は
、
こ
の
時

期
”
最
高
！
”
と

な
っ
て
い
る
。

　
【
展
覧
会
】

　
美
術
館
で
は
１
月

１
日
～
１
月
29
日

（
水
）ま
で
広
重
「
東

海
道
五
十
三
次
」
特

別
陳
列
「
広
重
の
梅

と
桜
」
。

　
１
月
31
日
（
金
）

～
３
月
12
日
（
水
）

ま
で
国
宝
「
紅
白
梅

図
屏
風
」
と
所
蔵
名

品
展
。

　
３
月
14
日
（
金
）

～
４
月
９
日
（
水
）

ま
で
桜
花
の
宴
　
重

要
文
化
財
花
見
鷹
狩

図
屏
風
が
開
催
さ
れ

る
。

　
と
く
に
２
月
は
無

休
で
開
館
し
て
い
る

の
で
、
展
覧
会
と
花

を
楽
し
む
の
も
い
い

か
も
。

　
【
交
通
】

　
Ｊ
Ｒ
熱
海

駅
下
車
／
バ

ス
⑧
番
の
り

ば
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術

館

行

７

分

、

タ

ク

シ
ー
５
分
。

　
染
色
家
・
芹
沢
銈
介
は
、
日

本
の
風
景
、
日
本
の
手
仕
事
の

現
場
で
働

く
人
た
ち

を
、
型
染

の
モ
チ
ー

フ
と
し
て

数
多
く
と

り
上
げ
て

い
る
。
芹

沢
な
ら
で

は
の
視
点

で
切
り
取
ら
れ
た
も
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
は
、
多
く

の
日
本
人
の
郷
愁
を
か
き
た
て

る
な
つ
か
し
さ
が
あ
る
。
作
家
・

川
端
康
成
は
、
「
芹
沢
さ
ん
の

五
十
年
の
仕
事
は
世
に
ひ
ろ

が
っ
て
、
芹
沢
銈
介
の
日
本
が

あ
る
と
思
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て

い
る
」
と
評
し
た
が
、
ま
さ
に

芹
沢
は
、
日
本
を
つ
ぶ
さ
に
観

察
し
て
表
現
し
、
自
分
自
身
の

日
本
を
生
み
出
し
た
人
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
展
示
室

の
前
半
に
、
日
本
の
風
景
や
、

手
仕
事
の
現
場
に
取
材
し
た
芹

沢
銈
介
の
作
品
を
特
集
し
、「
不

二
文
の
れ
ん
」
、
「
登
窯
文
の

れ
ん
」
「
壷
屋
風
物
文
着
物
」

「
東
北
窯
場
二
曲
屏
風
」
な
ど

１
０
０
点
を
展
示
。
ま
た
展
示

室
の
後
半
に
は
、
芹
沢
銈
介
が

あ
つ
め
た
、
染
色
、
陶
器
、
漆

器
、
面
、
家
具
な
ど
、
優
れ
た

日
本
の
工
芸
品
１
０
０
点
を
紹

介
。

　
◆
１
月
４

日

（
土
）
～
５
月
11

日
（
日
）

　
◆
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美
術

館
（
静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
登

呂
５
丁
目
10
―
５
）
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５
４
―
２
８
２
―
５
５
２
２

　
一
般
４
１
０
円
　
学
生
（
大

学
生
・
高
校
生
）
２
５
０
円
　

中
学
生
以
下
無
料
　
毎
週
月
曜

日
休
館

　
◆
２
月
16

日

（
日
）
～
３
月
30

日
（
日
）

　
◆
佐
野
美
術
館
（
静
岡
県
三

島
市
中
田
町
１
―
43
）
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
４
５
５
―
９
７
５
―
７
２

７
８
　
一
般
・
大
学
生
１
０
０

０
円
　
小
・
中
・
高
校
生
５
０

０
円
　
毎
週
土
曜
日
は
小
中
学

生
無
料
　
毎
週
木
曜
日
休
館
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ＭＯＡ美術館庭園を無料開放中！
　　　　～４月９日（水）まで

＝
静
岡
県
の
見
ど
こ
ろ
美
術
館
＝

辻
村
寿
三
郎
人
形
展

平
家
物
語
縁
起

　
～
清
盛
、
そ
の
絆
と
夢
～

芹
沢
銈
介
没
後
30
年
記
念

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

―
芹
沢
銈
介
の
日
本
―

メ
モ

メ
モ



　
◆
３
月
21

日

（
金
・
祝
）
～
４

月
13
日
（
日
）

　
◆
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術

館
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園

12
―
８
）
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―
５

７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
５
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生
３
０
０
円
　

中
学
生
以
下
無
料
　
毎
週
月
曜

日
休
館

　
来
る
３
月
21
日
（
金
・
祝
）

か
ら
４
月
13
日
（
日
）
ま
で
、

東
京
・
上
野
公
園
の
東
京
藝
術

大
学
大
学
美
術
館
で
開
催
さ
れ

る
「
観
音
の
里
の
祈
り
と
く
ら

し
展
―
び
わ
湖
・
長
浜
の
ホ
ト

ケ
た
ち
―
」（
東
京
藝
術
大
学
、

長
浜
市
主
催
）
の
記
者
発
表
会

が
行
わ
れ
、
内
容
が
詳
細

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ

の
大
き
な
目
玉
と
し
て
、

宣
伝
に
ひ
と
役
買
っ
て
で

た
の
が
、
俳
優
の
滝
田
栄

さ
ん
。

　
「
奥
琵
琶
湖
」
と
呼
ば

れ
る
琵
琶
湖
の
北
岸

で

は
、
古
く
か
ら
多
く
の
観

音
像
が
お
寺
や
お
堂
に
祀

ら
れ
、
と
く
に
滋
賀
県
長

浜
市
に
は
平
安
時
代
の
作

を
中
心
に
す
ぐ
れ
た
観
音

像
が
集
中
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
生
み
出
し
た
古
代

寺
院
は
す
で
に
廃
絶
し
た

も
の
も
多
く
、
そ
の
後
は

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
、

大
切
に
、
ひ
そ
や
か
に
現

代
ま
で
守
り
継
が
れ
て
き

た
。

　
今
回
は
こ
の
「
観
音
の

里
」
か
ら
約
20
体
の
像
を

迎
え
、
信
仰
と
と
も
に
生

き
る
人
々
の
祈
り
と
く
ら

し
を
に
迫
る
。

　
こ
の
日
の
記
者
発
表
会

に
は
、
長
浜
市
長
・
藤
井
勇
治

さ
ん
は
じ
め
東
京
藝
術
大
学
大

学
美
術
館
館
長
・
関
　
出
さ
ん
、

長
浜
城
歴
史
博
物
館
副
館
長
の

太
田
浩
司
さ
ん
、
東
京
藝
術
大

学
教
授
の
薩
摩
雅
登
さ
ん
、
住

民
を
代
表
し
て
長
浜
市
唐
川

「
赤
後
寺
」
世
話
役
の
上
松
茂

樹
さ
ん
、
津
田
浩
子
さ
ん
ら
が

出
席
し
、
長
浜
の
良
き
観
音
像

な
ど
を
紹
介
し
た
。
会
場
で
は

映
像
も
流
さ
れ
た
。
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特

集

藤井勇治長浜市長（左）からPR大使委嘱された俳優・滝田　栄さん

東京藝術大学大学
美術館　関　出館長

長浜城歴史博物館
太田浩司副館長

東京藝術大学
薩摩雅登教授

「赤後寺」世話役
上松茂樹さん

住民の津田浩子さん

メ
モ

「観音の里の祈りとくらし展」
―びわ湖・長浜のホトケたち―

PR大使に俳優・滝田　栄さん

3月21日（金・祝）～4月13日（日）東京藝術大学大学美術館

良
き
長
浜
市
を

　
　
紹
介
仕
切
る



　
●
東
京
国
立
新
博
物
館
（
平

成
館
）

　
「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館

展
　
名
画
で
た
ど
る
日
本
の

美
」
　
～
２
月
23
日
ま
で

　
一
般
１
０
０
０
円
　
T
E
L

０
３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
火
曜

日
休
館

　
●
東
京
国
立
新
博
物
館
（
平

成
館
）

　
「
人
間
国
宝
展
　
生
み
出
さ

れ
た
美
、
植
物
の
知
恵
」
　
～

２
月
23
日
ま
で
　
一
般
１
０
０

０
円
　
T
E
L
０
３
―
５
７
７

７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
　
火
曜
日
休
館

　
●
国
立
科
学
博
物
館

　
「
大
恐
竜
展
　
ゴ
ビ
砂
漠
の

驚
異
」
　
～
２
月
23
日
ま
で
　

一
般
１
５
０
０
円
　
T
E
L
０

３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
月
曜
日
休
館

　
●
国
立
西
洋
美
術
館

　
「
モ
ネ
、
風
景
を
み
る
眼
　

19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
風
景
画
の
革

新
」
　
３
月
９
日
ま
で
　
一
般

１
４
０
０
円
　
T
E
L
０
３
―

５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
月
曜
日
休

館　
●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工

芸
館

　
「
日
本
伝
統
工
芸
展
60
回
記

念
　
工
芸
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｉ

へ
」
　
～
２
月
23
日
ま
で
　
一

般
５
０
０
円
　
T
E
L
０
３
―

５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
月
曜
日
休

館　
●
江
戸
東
京
博
物
館

　
「
大
浮
世
絵
展
」
　
～
３
月

２
日
ま
で
　
一
般
１
３
０
０
円

　
T
E
L
０
３
―
３
６
２
６
―

９
９
７
４
　
月
曜
日
休
館

　
●
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー

　
「
プ
レ
イ
べ
ー
ト
・
ユ
ー
ト

ピ
ア
　
こ
こ
だ
け
の
場
所
」
　

　
～
３
月
９
日
ま
で
　
一
般
９

０
０
円
　
T
E
L
０
３
―
３
２

１
２
―
２
４
８
５
　
月
曜
日
休

館　
●
山
種
美
術
館

　
「
K
a
w
a
i
　
日
本
美
術

　
若
沖
・
栖
鳳
・
松
園
か
ら
熊

谷
守
一
ま
で
」
　
～
３
月
２
日

ま
で
　
一
般
１
２
０
０
円
　
T

E
L
０
３
―
５
７
７
７
―
８
６

０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

一
般
１
２
０
０
円
　
月
曜
日
休

館　
●
講
談
社
野
間
記
念
館

　
「
十
二
ケ
月
図
の
世
界
展
」

　
～
３
月
２
日
ま
で
　
一
般
５

０
０
円
　
T
E
L
０
３
―
３
９

４
５
―
０
９
４
７
　
月
曜
日
休

館　
●
損
保
ジ
ャ
パ
ン
東
郷
青
児

美
術
館

　
「
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
　
五
つ
星

の
作
家
た
ち
」
　
～
２
月
16
日

ま
で
　
一
般
５
０
０
円
　
T
E

L
０
３
―
５
７
７
７
―
８
６
０

０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
月

曜
日
休
館

　
●
根
津
美
術
館

　
「
和
歌
を
愛
で
る
」
　
～
２

月
16
日
ま
で
　
一
般
１
０
０
０

円
　
T
E
L
０
３
―
３
４
０
０

―
２
５
３
６
　
月
曜
日
休
館

　
●
B
u
n
k
a
m
u
r
a
　

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
「
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
展
」
　
～

３
月
９
日
ま
で
　
一
般
１
４
０

０
円
　
無
休

　
●
泉
家
博
古
館
分
館

　
「
木
島
櫻
谷
　
京
都
日
本
画

の
俊
英
」
　
～
２
月
16
日
ま
で

　
一
般
８
０
０
円
　
T
E
L
０

３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
月
曜

日
休
館

　
●
練
馬
区
立
美
術
館

　
「
渡
辺
千
尋
　
復
刻
の
聖
母

展
」
　
～
２
月
９
日
ま
で
　
無

料
　
T
E
L
０
３
―
３
５
７
７

―
１
８
２
１
　
月
曜
日
休
館

　
●
五
島
美
術
館

　
「
茶
道
具
取
合
せ
展
」
　
～

２
月
16
日
ま
で
　
一
般
１
０
０

０
円
　
T
E
L
０
３
―
５
７
７

７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
　
月
曜
日
休
館

　
●
武
蔵
野
市
立
吉
祥
寺
美
術

館　
「
生
誕
１
０
０
年
　
萩
原
英

雄
展
」
　
～
２
月
23
日
ま
で
　

一
般
１
０
０
円
　
T
E
L
０
４

２
２
―
２
２
―
０
３
８
５
　

　
●
府
中
市
美
術
館

　
「
Ｏ
　
Ｊ
Ｕ
Ｎ
　
描
く
児
」

　
～
３
月
２
日
ま
で
　
一
般
５

７
０
０
円
　
T
E
L
０
３
―
５

７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）
　
月
曜
日
休
館

　
●
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美

術
館

　
「
花
が
咲
き
、
鳥
は
飛
ぶ
」

　
～
２
月
23
日
ま
で
　
一
般
６

０
０
円
　
T
E
L
０
２
９
３
―

２
２
７
―
８
１
１
１
　
月
曜
日

休
館
　

　
●
う
ら
わ
美
術
館

　
「
ア
ー
ト
が
絵
本
と
出
会
う

と
き
」
　
～
１
月
19
日
ま
で
　

一
般
６
０
０
円
　
T
E
L
０
４

８
―
４
６
―
５
３
１
１
　
月
曜

日
休
館

　
●
川
越
市
立
美
術
館

　
「
西
洋
へ
の
憧
れ
　
個
の
め

ざ
め
」
　
～
２
月
11
日
ま
で
　

一
般
５
０
０
円
　
T
E
L
０
７

９
―
２
２
８
―
８
０
８
０
　
月

曜
日
休
館

　
●
栗
田
美
術
館

　
「
伊
萬
里
焼
の
か
た
ち
　
う

つ
わ
の
手
・
足
・
耳
・
口
」
　

～
２
月
23
日
ま
で
　
一
般
１
５

５
０
円
　
T
E
L
０
２
８
４
―

９
１
―
１
０
２
６
　
月
曜
日
休

館　
●
横
浜
美
術
館

　
「
生
誕
１
４
０
年
記
念
　
下

村
観
山
展
」
　
～
２
月
11
日
ま

で
　
一
般
１
２
０
０
円
　
T
E

L
０
４
５
―
２
２
１
―
０
３
０

０
　
木
曜
日
休
館

　
●
千
葉
市
美
術
館

　
「
江
戸
の
面
影
」
　
～
３
月

２
日
ま
で
　
一
般
１
０
０
０
円

　
T
E
L
０
４
３
―
２
２
１
―

２
３
１
１
　
2
/
3
・
10
休
館
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３
月
９
日
ま
で
の
展
覧
会
予
定

美
術
館
・
博
物
館
ガ
イ
ド

関
東
北
部

東
京
都
内

関
東
南
部

東
京
郊
外

　
か
ら
く
り
人
形
な
ど
関

係
資
料
多
数
展
示
中
！

　
■
江
戸
民
具
街
道
（
神

奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町

久
所
４
１
８
）
　
電
話
０

４
６
５
（
８
１
）
５
３
３

９
　
月
曜
日
休
館
　

　
■
箱
根
ラ
リ
ッ
ク
美
術

館
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

箱
根
町
仙
石
原
１
８
６
番

１
）
　
電
話
０
４
６
０（
８

４
）
２
２
５
５
　
一
般
１

５
０
０
円
、
大
学
生
・
高

校
生
・
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
１
３
０
０
円
、
中
学

生
・
小
学
生
８
０
０
円
　

年
中
無
休
　

ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク

の
生
涯
と
出
会
う

　
■
箱
根
写
真
美
術

館

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
強
羅
１
３
０
０
の
４

３
２
）
　
電
話
０
４
６
０

（
８
２
）
２
７
１
７
　
一

般
５
０
０
円
　
火
曜
日
休

　
毎
週
土
曜
日
は
夜
５
時

ま
で
オ
ー
プ
ン
　

箱
根
の
景
観
と

当
館
の
自
慢
の

ス
ゥ
イ
ー
ツ
を

お
楽
し
み
下
さ
い



　
国
立
西
洋
美
術
館
で
開
催
中

の
「
モ
ネ
、
風
景
を
み
る
眼

19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
風
景
画
の
革

新
」
の
入
場
者
が
、
１
月
23
日

（
木
）に
つ
い
に
10
万
人
を
突
破

す
る
快
挙
を
遂
げ
た
。

　
記
念
す
べ
き
10
万
人
目
の
来

場
者
と
な
っ
た
は
、
ソ
ウ
ル
出

身
で
練
馬
区
か
ら
の
来
場
し
た

主
婦
の
陳
昭
延

（
チ
ン
・
ソ

ヨ
ン
）
さ
ん
（
41
歳
）と
そ
の
友

人

。
会
場
入
り
口
で
行
わ
れ

た
会
場
入
り

口
で
行
わ
れ

た
来
場
者
10

万
人
突
破
記

念

セ

レ

モ

ニ
ー
で
、
展
覧
会
図
録
と
《
睡

蓮
》
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
、
会
場

限
定
ア
ン
リ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ

ィ
エ
の
し

あ
わ
せ
サ
ブ
レ
な

ど
を
国
立
西
洋
美
術
館
の
馬
渕

明
子
館
長
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。

陳
昭
延
さ
ん
は
東
京
の
美
大

で
勉
強
さ
れ
、
そ
の
頃
は
西
洋

美
術
館
に
も
よ
く
来
た
と
い

う
。
「
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
友

人
と
一
緒
に
好
き
な
モ
ネ
の
絵

を
一
緒
に
見
に
来
ま
し
た
。
モ

ネ
や
印
象
派
の
画
家
が
好
き
で

す
。
モ
ネ
は
韓
国
で
も
人
気
な

ん
で
す
。
特
に
睡
蓮
の
絵
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
期
待

感
い
っ
ぱ
い
に
展
覧
会
場
へ
向

か
っ
た
。

　
*
な
お
、
展
覧
会
は
３
月
９

日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
の
で
、
さ
ら
な
る
入
場
者
が

予
想
さ
れ
、
ど
こ
ま
で
伸
び
る

か
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
伝
統
行
事
の
雛
祭
り
。
真

鶴
町
の
　
民
俗
資
料
館
で
は
お

雛
様
を
展
示
し
公
開
す
る
。

　
町
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
内
裏

様
と
親
王
様
の
一
対
雛
人
形
や

こ
の
辺
り
で
は
珍
し
い
御
殿
飾

り
や
雛
人
形
を
展
示
す
る
。
い

ず
れ
も
明
治
に
作
ら
れ
た
歴
史

あ
る
雛
飾
り
。
貴
重
な
雛
飾
り

を
ぜ
ひ
見
届
け
た
い
も
の
で

す
。

　
◇
展
示
期
間
　
２
月
16
日

（
日
）
～
３
月
30
日
（
日
）

　
◇
開
館
日
　
土
・
日
・
祝
日

　
◇
開
館
時
間
　
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
た
だ
し
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
は
閉
館
と
な
り

ま
す
）

　
◆
「
中
川
一
政
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
マ
ジ
ョ
リ
カ
壷
と
花
の
絵

の
世
界
」
が
公
開
中
！
中
川
一

政
美
術
館
第
１
、
第
５
展
示
室

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
真
鶴
町

真
鶴
１
１
７
８
―
１
）

　
◇
お
問
い
合
わ
せ
　
真
鶴
町

教
育
委
員
会
　
教
育
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
６
５
―
６
８
―
１
１
３
１

内
線
４
４
１

　
毎
年
２
月
22
日
（
猫
の
日
）

開
幕
の
恒
例
企
画
展
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
な
ぜ
か
絵
の
モ

チ
ー
フ
に
す
と
「
絵
に
な
る
」

猫
。
各
作
家
さ
ん
が
色
々
な
表

現
方
法
で
ネ
コ
達
を
、
紙
粘
土

細
工
、
陶
芸
作
品
、
水
彩
、
版

画
、
ペ
ン
画
、
印
刷
物
、
レ
タ
ー

セ
ッ
ト
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど

を
描
い
て
い
ま
す
。
　

　
◆
A
r
t

G
a
l
l
e
r

y

L
O
S

P
I
N
O
S

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
南
藤
沢
７

―
６
―

１

０

２
）
　

T
E
L

０
４
６

６
―
２

６
―
２

０
０
０

　
こ
の
夏
、
台
湾

の
「
台
北
国
立
故

宮
博
物
館
展
」
が
、

６
月
24
日
（
火
）

～
９
月
15
日
（
月
・

祝
）
ま
で
東
京
国

立
博
物
館
で
開
催

さ
れ
、
秋
口
に
九

州
国
立
博
物
館
で

10
月
７
日
（
火
）

～
11
月
30
日
（
日
）
ま
で
開
催

す
る
記
者
発
表
会
が
１
月
29
日

（
水
）
東
京
会
場
と
な
る
東
京

国
立
博
物
館
で
発
表
さ
れ
た
。

　
ア
ジ
ア
で
も
初
め
て
と
な
る

「
台
北
国
立
故
宮
博
物
館
展
」

に
は
多
く
の
作
品
が
注
目
を
浴

び
て
い
る
。
一
番
と
な
る
の
は

ヒ
ス
イ
で
で
き
て
い
る
究
極

「
神
品
」
な
ど
２
３
１
点
で
”

目
か
ら
ウ
ロ

コ
”
の
感
じ

の
展
覧
会
に

な
る
。

　
そ
の
展
覧

会
サ
ポ
ー
ト
に
は
歌
手
の
一
青

窈
さ
ん
が
務
め
る
こ
と
で
、
一

段
と
盛
り
上
が
り
を
示
し
て
い

る
。
一
青
窈
さ
ん
は
「
な
か
な

か
素
晴
ら
し
い
作
品
が
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は

…
」
と
、
サ
ポ
ー
ト
隊
と
し
て

早
く
も
活
躍
。
次
号
で
特
集
し

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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「
モ
ネ
、
風
景
を
み
る
眼
」

―
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
風
景
画
の
革
新
―

会
期
37
日
目
で
来
場
者
10
万
人
を
突
破
！

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

桃
の
節
句
展

真
鶴
町
民
俗
資
料
館

第３回　大ネコ展
Art Gallery LOS PINOS & Cafe

左から東京国立博物館・銭谷館長と

歌手・一青窈さん、九州国立博物館三輪館長

特
別
展
　
東
京
と
九
州
の
国
立
博
物
館
で
開
催

台
北

国
立
故
宮
博
物
館
展


